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会
長
挨
拶 

会
長 
樋
口 

賢(

四
期) 

 

平
成
五
年
か
ら
第
二
代
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
会
報
発
行
は
、
会
の
運
営
強
化
を
目
的
と

し
、
今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
速
や
か
な
移
行
に
向

け
た
と
り
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
同
窓
会
で
は
、｢

同
窓
会
の
同
期
会
促
進
の

規
約｣

に
よ
り
会
員
相
互
の
親
睦
が
図
れ
る
よ
う
、

会
員
の
デ
ー
タ
ー
管
理
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
後
の
会
員
と
な
る
在
校
生
と
の
接
点
を
求

め
て
、
光
陵
祭
や
卒
業
式
予
行
練
習
へ
の
参
加
・
出

席
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
は
「
在
校
生
へ
の
援
助
」

と
し
て
光
陵
祭
な
ど
の
時
に
正
門
に
取
り
付
け
る

ア
ル
ミ
ア
ー
チ
骨
組
み
を
寄
贈
し
ま
す
。
是
非
、
今

年
は
光
陵
祭
に
顔
を
出
し
て
下
さ
い
。 

 

今
後
の
同
窓
会
の
発
展
を
ど
う
ぞ
楽
し
み
に
し

て
下
さ
い
。 

   

       

校
長
挨
拶 

名
誉
会
長 

緒
環
三
雄(

現
校
長) 

 

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
初
め
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
平
成
十
三
年
四
月
、
第

八
代
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
緒
環
三
雄

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
光
丘
高
校
は
、
平
成
十

一
年
の
三
月
の
体
育
館
工
事
終
了
を
も
っ
て
大
規

模
改
修
工
事
を
全
面
竣
工
し
、
素
晴
ら
し
い
施

設
・
設
備
に
生
ま
れ
変
り
ま
し
た
。
開
校
初
期
に

は
ま
だ
若
木
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
正
門
か
ら
生

徒
昇
降
口
へ
の
欅
の
木
々
は
、
現
在
、
見
上
げ
る

ほ
ど
立
派
な
成
木
と
な
り
、
緑
豊
か
で
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
・
教
職
員
は
、
先
輩
方
の
築
い
て
く
れ
た

伝
統
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
新
生
「
光
高
」
の

創
造
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

同
窓
会
報
復
刊
に
つ
い
て 

 

光
丘
高
校
同
窓
会
は
、
昭
和
五
五
年
に
設
立
さ
れ
、

毎
年
の
卒
業
生
を
迎
え
て
現
在
会
員
数
七
三
四
一

名(

平
成
十
三
年
三
月
現
在)

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
同
窓
会
の
活
動
が
な
か
な
か
活
発
に
行

え
ず
同
窓
会
報
も
昭
和
五
七
年
六
月
一
日
に
第
一

号｢

光
陵｣

が
発
刊
さ
れ
、
翌
年
に
は
第
二
号
が
発
行

さ
れ
た
あ
と
は
、
約
十
九
年
に
渡
り
休
刊
状
態
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ま
ま
で
は
、
今
後
の
卒
業
生
の
み
が
増
加
す

る
だ
け
で
、
ま
す
ま
す
活
動
の
様
子
が
分
か
ら
な
く

な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
世
紀
を

迎
え
新
た
に
卒
業
生
の
パ
イ
プ
と
し
て
発
行
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

今
後
は
、
活
動
の
報
告
の
み
な
ら
ず
、
会
員
の
情

報
交
換
、
母
校
の
様
子
な
ど
が
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
将
来
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
Ｈ
Ｐ
化
を
計
画
し
て
お
り
、
将

来
的
に
は
移
行
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

補
職
人
事 

 

第
十
四
回
役
員
会
の
補
職
人
事
に
お
い
て
、
副
会

長 

長
瀬
信
弘
氏(

十
四
期
・
会
計
兼
務)

、
副
会
長 

星
野 

元
氏(

二
十
期)

、
会
計 

勝
目
隆
義
氏(

二

十
二
期)

が
承
認
さ
れ
た
。 

 

な
お
、
学
校
教
職
員
関
係
か
ら
は
、
会
則
第
十
七

条
に
よ
り
加
藤
竜
吾
氏(

四
期)

に
顧
問
を
委
嘱
し

ま
し
た
。 
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去
る
平
成
十
二
年
九
月
二
三
日(

土)

～
二
四
日

（
日
）
に
文
化
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
二

年
九
月
に
一
期
二
期
生
に
よ
る
初
め
て
の
第
一
回

「
光
陵
祭
」(

第
三
回
の
み
「
か
つ
ら
ぎ
祭
」)

が
こ

の
光
が
丘
で
実
施
さ
れ
て
か
ら
、
西
暦
二
千
年
ま
で 

 
 
 
 
 
 

早
四
半
世
紀
に
渡
り
、
脈
々
と
続
け 

 
 
 
 
 
 

ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
伝 

 
 
 
 
 
 

統
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。 

 
 
 

 
 

 
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
あ
そ
び
ご 

 
 
 
 
 
 

こ
ろ
」
で
し
た
。
各
Ｈ
Ｒ
は
、
飲
食 

 
 
 
 
 
 

関
係
を
含
む
、
思
い
思
い
の
出
し
物 

 
 
 
 
 
 

を
全
Ｈ
Ｒ
が
企
画
し
ま
し
た
。
文
化 

 
 
 
 
 
 

祭
で
は
、
文
化
部
の
活
動
も
多
く
が 

 
 
 
 
 
 

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
演
劇
部
の
「
バ 

 
 
 

 
 

 

ン
ク
バ
ン
レ
ッ
ス
ン
」
、
吹
奏
楽
部 

 
 
 
 
 
 

の
演
奏
、
軽
音
楽
部
の
バ
ン
ド
、
バ 

 
 
 

 
 

 

ス
ケ
部
の
招
待
試
合
な
ど
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

い
ず
れ
も
例
年
以
上
の
活
気
に
満 

 
 
 
 
 
 

ち
溢
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
現 

 
 
 
 
 
 

在
の
光
陵
祭
は
、
初
期
の
頃
の
よ
う 

 
 

 
 

 
 

な
後
夜
祭
は
な
く
生
徒
会
主
催
の 

 
 

 
 

 
 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

 
 
 
 
 
 

だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
、
少
々
物
足 

 
 
 
 
 
 

り
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。 

 

な
お
、
同
窓
会
も
例
年
通
り
「
同
窓
会
の
部
屋
」

を
準
備
し
、
懐
か
し
い
写
真
パ
ネ
ル
や
歴
代
の
こ
も

れ
び
（
ち
な
み
に
「
こ
も
れ
び
」
は
現
在
も
発
刊
さ

れ
て
い
て
現
在
二
十
五
号
と
な
っ
て
い
ま
す
）
の
展

示
な
ど
、
卒
業
生
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
ま
し

た
。
な
お
劣
平
成
十
三
年
は
劣
九
月
二
一
日(

金)

卛

二
二
日(

土
卐
に
実
施
予
定
と
な
勂
て
お
り
ま
す
劤

今
年
も
同
窓
会
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
改
修
さ

れ
て
き
れ
い
に
な
っ
た
高
校
の
見
学
も
兼
ね
て
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。 

                 

光
丘
高
校
は
、
開
校
二
十
年
を
過
ぎ
、
雨
漏
り
や

手
狭
さ
な
ど
に
よ
る
校
舎
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
九
年

ま
で
、
校
舎
の
全
面
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

更
に
、
体
育
館
は
平
成
十
年
度
ま
で
に
改
修
を
終
了

し
、
同
年
十
月
に
三
年
遅
れ
で
創
立
二
十
周
年
記
念

式
典
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

現
在
の
Ｈ
Ｒ
規
模
は
、
四
十
名
で
一
学
年
六
Ｈ
Ｒ

編
成
で
す
。
改
修
工
事
の
た
め
基
本
的
な
構
造
は
昔

と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
外
装
は
少
し
黄
色
く
な
り
ま

し
た
。
各
階
の
二
教
室
ず
つ
で
き
た
空
教
室
は
、
半

教
室
に
仕
切
り
を
し
て
選
択
授
業
や
相
談
室
、
学
年

職
員
室
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。
又
、
中
央
の
吹
き

抜
け
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
昔

多
く
あ
っ
た
段
差
も
な
く
し
、
ス
ロ
ー
プ
を
多
く
し

た
こ
と
で
、
身
障
者
へ
の
対
応
も
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
プ
は
、
プ
ー
ル
な
ど
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
。
各
階
の
ト
イ
レ
も
車
椅
子
対
応
の
個

室
も
完
備
し
て
い
ま
す
。
更
に
、
交
通
量
が
増
加
し

た
対
策
と
し
て
、
全
館
冷
暖
房
設
備
も
整
っ
て
い
ま

す
。
初
期
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
更
に
驚
く

こ
と
は
、
第
五
期
生
か
ら
の
臨
時
学
級
増
の
見
返
り

と
し
て
設
置
さ
れ
た
、
和
室
、
書
道
室
、
普
通
教
室

と
生
徒
ホ
ー
ル
の
五
階
部
分
の
生
徒
ホ
ー
ル
を
パ

ソ
コ
ン
教
室
に
転
用
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在
、

一
教
室
四
十
台
あ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
数
学
や
物

理
で
の
授
業
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

音
楽
室
の
反
対
隣
り
に
あ
っ
た
視
聴
覚
室
は
、
英
語

科
の
Ｌ
Ｌ
教
室
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
生
は
、
週
一

回
の
外
人
講
師
の
時
間
を
こ
こ
で
過
ご
し
て
い
ま

す
。
普
通
教
室
に
も
各
教
室
に
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
、

ビ
デ
オ
教
材
な
ど
は
、
容
易
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
音
楽
室
に
は
、
楽
器
庫
な
ど
の
設
置
も
し

ま
し
た
。
な
お
、
従
前
の
社
会
科
教
室
が
視
聴
覚
室

と
し
て
改
装
さ
れ
ま
し
た
。 

 

校
舎
改
修
と
は
、
直
接
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

平
成
十
一
年
度
か
ら
、
一
階
昇
降
口
脇
に
ジ
ュ
ー
ス

光
丘
高
校
新
装
オ
勖
プ
ン
！

同窓会の部屋

今年は 9 月 21 日～22 日です 
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等
の
自
動
販
売
機
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会
の

設
置
運
動
の
結
果
で
す
。
デ
ポ
ジ
ッ
ト
式
で
、
実
質

百
円
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昼
休
み
の
昼
食
時
や
放
課
後
の
部
活
時
な

ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
度
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。 

 

現
在
の
光
高
生
の
状
況 

数
学
科 
加
藤
竜
吾(

四
期) 

 

光
丘
高
校
は
、
開
校
二
五
周
年
を
過
ぎ
、
新
設
校

の
域
は
既
に
脱
し
、
名
実
と
も
に
地
域
に
根
ざ
し
た

高
校
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
は
、
二
四
期
か
ら
二
六
期
の
生
徒
が
在
学
し

て
い
ま
す
。
今
の
生
徒
は
落
ち
着
い
て
お
り
、
学
習

面
で
は
、
昔
の
生
徒
の
方
が
よ
く
勉
強
し
て
い
た
な

と
感
じ
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
二
年
よ
り
文
理
ク
ラ

ス
分
け
を
し
て
い
る
現
在
、
担
任
を
し
て
い
る
二
年

生
理
系
組
な
ど
は
ま
じ
め
に
コ
ツ
コ
ツ
や
る
生
徒

も
多
く
、
光
丘
魂
は
ま
だ
健
在
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

部
活
動
も
、
生
徒
数
の
減
少
か
ら
各
部
の
部
員
数

が
な
か
な
か
確
保
さ
れ
ず
に
活
動
が
停
滞
し
て
い

る
部
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
教
員
指
導
者
が
他
校
へ

異
動
の
た
め
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
休
部
、
硬
式
野
球
部

も
今
年
の
七
月
大
会
を
も
っ
て
休
部
の
予
定
で
す
。

し
か
し
、
近
年
は
、
休
部
中
で
あ
っ
た
男
子
バ
レ
ー

部
や
ダ
ン
ス
部
が
復
活
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。 

 

時
代
と
と
も
に
光
丘
も
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

劭
会
員
だ
よ
り
劮 

光
丘
高
校
二
期
生
同
期
会 

二
十
年
ぶ
り
に
開
か
れ
る 

 

去
る
十
月
二
八
日
に
新
宿
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
「
ア

リ
タ
リ
ア
」
を
会
場
に
、
卒
業
し
て
二
十
年
ぶ
り
に

は
じ
め
て
の
同
期
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
約
六
十
名
が
集
ま
り
六
人
の
恩
師
に
も

出
席
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
仲
間
に
出
会
い
、
旧
交

を
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
予
定
の
２
時
間
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
２
次
会
、
３
次
会
と
夜
遅

く
ま
で
思
い
出
話
に
盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

二
期
生
幹
事 

木
田
明
男 
 

※
同
窓
会
で
は
、
同
期
会
を
行
う
場
合
、
通
信
費
等

の
援
助
を
行
う
規
約
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
期
会
を
行
う
場
合
、
経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務
局
ま
で
お
尋
ね

下
さ
い
。
ま
た
、
会
員
だ
よ
り
に
会
員
の
近
況
を
掲

載
し
ま
す
。
短
信
と
し
て
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

        

                             平成 12-13 年度教職員異動一覧表 

転 出 者 転 入 者 

教頭 今濱 勝久 上 野 忍 岡 高 1999.10. 1 教頭 今橋 美文 大 森 東 高 1999.10. 1 

国語 今泉 郁夫 退 職 2000. 3.31 国語 櫟木 茂義 駒 場 高 2000. 4. 1 

公民 市川 淳一 第 五 商 業 高 2000. 4. 1 公民 荻島 律子 清 瀬 養 護 2000. 4. 1 

数学 梅川由美子 大 山 高 2000. 4. 1 数学 佐藤  真 新 宿 高 2000. 4. 1 

 中島 克巳 杉 並 高 2000. 4. 1  加藤 竜吾 第 五 商 業 高 2000. 4. 1 

保体 川端 洋介 国 際 高 2000. 4. 1 理科 大澤 慶記 南 高 2000. 4. 1 

 西野 卓郎 淵 江 高 2000. 4. 1 保体 堀尾紀四郎 向 丘 高 2000. 4. 1 

 岡村 孝子 豊 島 高 2000. 4. 1  杉山 泰正 秋 留 台 高 2000. 4. 1 

英語 藪上 和夫 小 石 川 高 2000. 4. 1  五味 早苗 赤 羽 商 業 高 2000. 4. 1 

嘱託 池田  昇 退 職 2000. 3.31 英語 中田  弘 大 泉 学 園 高 2000. 4. 1 

事長 山本 信夫 武 蔵 野 北 高 2000. 4. 1 事長 油井  功 鮫 洲 工 業 高 2000. 4. 1 

主任 鈴木 富子 水 道 局 2000. 4. 1 主任 浅沼 豊重 主 税 局 2000. 4. 1 

主事 小田 千春 芸 術 高 2000. 4. 1 主事 岡部真由美 志 村 高 2000. 4. 1 

嘱託 中川  進 退 職 2000. 3.31     

校長 勝部 純明 教 育 庁 2001. 4. 1 校長 緒環 三雄 野 津 田 高 2001. 4. 1 

数学 遠藤 浩市 台 東 商 業 高 2001. 4. 1 数学 安田 鉄男 国 際 高 2001. 4. 1 

理科 刈屋香津子 久 留 米 西 高 2001. 4. 1 理科 勝島 尚子 小 平 南 高 2001. 4. 1 

 樋口 伸一 王 子 工 業 高 2001. 4. 1     

英語 佐々木博美 大 山 高 2001. 4. 1 英語 宮本 秀代 大 泉 学 園 高 2001. 4. 1 

嘱託 小川 直子 退 職 2001. 3.31     

主任 浅沼 豊重 主 税 局 2001. 4. 1 主事 横田 隆基 中 野 工 業 高 2001. 4. 1 

主事 柏原 有美 中 野 工 業 高 2001. 4. 1 主事 朝長 恵子 花 畑 第 一 小 2001. 4. 1 

嘱託 藤原たい子 退 職 2001. 3.31 嘱託 景利  實 桐 ヶ 丘 高 2001. 4. 1 

 

訃 

報

 

本
会
初
代
会
長 

横
塚
吉
昭 

氏
（
第
一
期
生

享
年
三
九
歳
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
十
二

年
四
月
二
五
日
に
病
歿
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式
は
、

四
月
三
十
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

な
お
、
同
窓
会
か
ら
は
会
則
第
十
八
号
第
一
号

規
定
に
よ
り
ご
香
料
を
お
送
り
し
ま
し
た
。 



－光   陵－            第 3 号(4) 

学
校
関
係
の
報
告 

 
改
修
工
事
の
た
め
、
校
外
で
実
施
さ
れ
て
い
た
体

育
祭
が
、
今
年
度
五
年
ぶ
り
に
校
内
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
光
陵
祭
と
は
分
割
さ
れ
、
一
学
期

の
五
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

一
年
生
の
移
動
教
室
も
復
活
し
、
新
入
生
の
交
流

の
場
と
し
て
六
月
に
長
野
方
面
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

学
校
運
営
連
絡
協
議
会(
評
議
会)

制
度
が
導
入

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

公
開
講
座
は
、
中
国
引
揚
子
女
受
入
校
と
し
て
の

特
色
か
ら
中
国
語
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
更
に
、

昨
年
度
は
新
設
し
た
釜
で
陶
芸
講
座
を
、
今
年
度
は

地
域
史
研
究
と
巡
検
を
目
的
と
し
た
光
が
丘
学
も

開
設
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
東
京
都
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

な
お
、
既
に
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

本
校
校
歌
を
作
曲
さ
れ
た
作
曲
家
の
團
伊
玖
磨
先

生
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
五
月
十
七
日
急
逝
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

会
務
報
告 

懸
案
と
な
っ
て
い
た
母
校
生
徒
た
ち
へ
の
寄
与

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
に
つ
い
て
、
第
十
五
回

役
員
会
で
今
年
度
は
文
化
祭
な
ど
で
使
用
す
る
ゲ

ー
ト
を
購
入
す
る
こ
と
決
定
。
又
、
同
窓
会
報
の
発

刊
な
ど
に
つ
い
て
も
決
定
し
ま
し
た
。 

  

                            

同
窓
会
寄
付
金
募
集
案
内 

 

現
在
、
同
窓
会
は
、
発
足
当
時
か
ら 

の
規
定
に
よ
り
、
卒
業
時
に
一
括
納
入 

す
る
終
身
会
費
の
み
で
運
営
さ
れ
て
い 

ま
す
。
し
か
し
年
々
増
加
す
る
同
窓
会 

員
に
こ
の
会
費
だ
け
で
の
運
営
が
困
難 

で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
活
動 

の
充
実
を
図
る
た
め
、
寄
付
金
の
公
募 

を
致
し
ま
す
。
な
お
、
ご
賛
同
い
た
だ 

い
た
諸
兄
に
は
、
会
報
に
お
け
る
芳
名 

又
は
名
刺
広
告
に
よ
り
報
告
さ
せ
て
戴 

き
ま
す
。 

 

編
集
後
記 

 

光
丘
高
校
同
窓
会
は
、
二
十
周
年
に
合
わ
せ
て
規

約
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
少
な
い
役
員

で
年
二
回
の
会
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
同
窓

会
費
用
の
支
出
削
減
の
た
め
、
会
報
の
校
内
で
の
作

業
、
在
校
生
等
の
人
海
戦
術
に
よ
る
発
送
作
業
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
報
を
発
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
在
校
生
に
と
っ
て
も
、
同
窓
会
に
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
後
も
、
毎
年
の
発
行
を
め
ざ
し
、
光
丘

の
報
告
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
何
か
お

気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
光
丘
高
校
内
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

(

加
藤
竜
吾) 

振込口座 
郵便振替：10100-38855191    又は， 
富士銀行成増支店：普通 841023 
名義人：〒179-0071 東京都練馬区旭町 2-1-35
   東京都立光丘高等学校同窓会事務局 
    会長 樋 口   賢 


